
（広報資料）                          平成１８年６月２２日 

                                都 市 計 画 局 

                                （担当 交通政策室 

                                      TEL222-3483) 

  

シンポジウム「今出川通の交通まちづくりとＬＲＴ」の結果概要と今後の取組について 

  

 ＬＲＴに関する検討を深めるため，モデル路線である「今出川線」沿線で平成１８年６月３日

に実施したシンポジウムの結果概要と今後の取組について，下記のとおりお知らせします。 

 なお，この結果概要については，「ＬＲＴ（新型路面電車）ニュース」として６月２６日から配

布します。 

記 
 
１ シンポジウム「今出川通の交通まちづくりとＬＲＴ」の結果概要 

（１）来場者  約３５０名 

（２）パネルディスカッションにおける主な意見 

   ア 今出川通にこのまま自動車が増え続けるのは心配であり，将来の上京のまちづくりの

手段の１つとして，ＬＲＴを考えることは有効なことかもしれない。 

イ 環境や観光などの観点から見て，ＬＲＴは「まちの活性化」など地域にメリットをも

たらすことも事実であり，単に反対するのではなく，関心を持って考えていくべきで

ある。 

ウ 人と環境にやさしい，魅力あふれるＬＲＴを今出川通に走らせたいと強く願っている。 

エ 同じ上京区民でも，今出川線の沿線とそれ以外とでは，意識に差があるように思う。 

オ メリットだけでなく，デメリットも明らかにしながら，学区単位等できめ細かい議論

を積み重ねるべきである。 

カ 今出川線がもし実現するなら，公共交通ネットワーク強化や観光の面で大変意義があ

る。実現に向けてはクリアすべき課題も多いが，鉄道事業者の持っているノウハウを

活用しながら協力したい。 

 

（３）来場者アンケート結果（概要） 

   別紙１のとおり 

   （自由記述の意見については別途とりまとめます。） 

 

２ ＬＲＴ（新型路面電車）ニュースの発行（別紙２） 

（１）配布開始  平成１８年６月２６日（月） 

（２）配布場所  市役所本庁舎案内所，各区役所・支所等 

  ＊なお，北・上京・左京区の住民に対し，市政協力委員を通じて，全戸回覧を行う。 

 

３ 今後の取組 

  パネルディスカッションや来場者アンケートにおける「十分な議論が必要」との意見を踏ま

え，意見交換会の開催や交通社会実験に向けた「協議会」の設置を行う。 

 



（１）意見交換会の開催 

   モデル路線沿線の住民をはじめとする市民や事業者と，導入に伴う効果や課題を示しなが

ら，地域における意見交換会を開催する。 

  

（２）協議会の設置 

   今出川線沿線での議論を深めるため，学識経験者，地元住民，交通事業者などからなる「協

議会」を設置し，ＬＲＴ導入時に近い状態を創出することで，課題の把握・検証等を行うた

めの交通社会実験を，今年度，今出川線沿線において実施することを検討する。 

 

＜参考＞ 

シンポジウム「今出川通の交通まちづくりとＬＲＴ」 

（１）日 時  平成１８年６月３日（土）午後２時から午後４時まで 

（２）場 所  西陣織会館６階 第３展示場 

（３）次 第   

ア 京都市からの報告「新しい公共交通システム検討結果について」 

イ 基調講演「交通まちづくりとＬＲＴ～先進事例に学ぶまちづくり」 

青木 真美（同志社大学商学部教授） 

  ウ パネルディスカッション 

コーディネーター  青木 真美 

     パネリスト     山本 安一（上京区市政協力委員連絡協議会会長） 

     北村 廣子（上京区地域女性連合会会長） 

     遠山 正一（今出川通に路面電車を走らせる実行委員会） 

     小松原哲夫（京福電気鉄道株式会社常務取締役鉄道部長） 

     石﨑 了 （都市計画局交通政策室長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



                                      （別紙１） 

 

来場者アンケート集計結果 

 

回答者 153 名 

 

１ シンポジウムについて 

問１ 本日のシンポジウムの内容は，充実していましたか。 

・「充実していた」という回答が，約半数を占めた。 

 

問２ 今後もこのような市民シンポジウムの開催を希望しますか。 

・「希望する」が約 9割を占めた。 

 

２ 今出川通における新型路面電車（ＬＲＴ）の検討について 

問３ 交通問題を解決する施策の１つとして検討中のＬＲＴ等の導入についてどのように思われ

ますか。当てはまるものを１つ挙げてください。 

・「賛成，すぐにでも導入すべき」が約 2 割，「賛成だが充分な議論が必要」が約 4 割，合わせて

約 6割がＬＲＴの導入に賛成であった。 

・一方，「賛成だが，充分な議論が必要」が約 4 割，「賛否にかかわらず，充分な議論が必要」が

約 2割，合わせて約 6割が「充分な議論が必要」と答えた。 

 

問４ 今出川通において今後ＬＲＴを検討する場合，どのようなことに配慮すべきだと思います

か。特に当てはまるものを３つ挙げてください。 

・最も多いのが「軌道の専用化による道路の混雑と駐車スペースの確保」であり，続いて「公共

交通全体の利便性向上」となっている。 

 

問５ 今回のシンポジウムに参加されて，ＬＲＴに対する意識は変わりましたか。 

・全体の約 6割が，「良い印象をもった」又は「少し良い印象をもった」と回答している一方，「悪

い印象をもった」「少し悪い印象をもった」は少数にとどまっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問1　シンポジウムの内容について

充実していた
46.4%

無回答
13.1%

どちらとも言えな
い
37.3%

充実していなかっ
た
3.3%

問2　今後のシンポジウムの開催意向

無回答
6.5%希望しない

3.3%

希望する
90.2%

問3　今出川通におけるLRT導入に対する意向

無回答
5.2%

賛成だが，充分
な議論が必要。
42.5%

賛成，すぐにでも
導入すべき。
20.3%

賛否にかかわら
ず，充分な議論
が必要。
20.9%

導入よりも，既存
の公共交通を有
効利用すべき。
7.2%

反対。現状のま
までよい。
3.9%

問5　LRTに対する意識の変化

少し良い印象を
もった
20.3%

良い印象をもった
35.3%

無回答
11.1%

変わらなかった
27.5%

少し悪い印象を
もった
4.6%

悪い印象をもった
1.3%

5010.9%

194.1%

235.0%

388.3%

4910.7%

5512.0%

6413.9%

7015.3%
9119.8%

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

軌道の専用化による道路の混雑や駐車スペースの確保

公共交通全体の利便性向上

歩くまち・京都にふさわしいまちづくり

採算性や運営主体

市民・事業者との合意形成

車庫や停留所などの用地の確保

二酸化炭素などの大気環境に与える影響

その他

無回答

問4　今出川通においてLRTを検討する場合に配慮すべきこと(3つ)



（別紙 2） 

 

 

 

 



 

 


